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「
市
民
参
加
と
協
働
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
本
庄
市
総
合
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
策
定
に
は
、

公
募
の
市
民
か
ら
な
る
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
提
言
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
公
募
の
委
員
を
加
え

た
総
合
振
興
計
画
審
議
会
に
よ
る

審
議
、
さ
ら
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
市

民
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
本
庄
市
の
将
来
像

「
あ
な
た
が
活い

か
す
、
み
ん
な
で

育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち　

本

庄　

〜
世
の
た
め
、後の

ち

の
た
め
〜
」

の
実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
６
月
か
ら
工
事
を
開
始
し

て
い
た
児
玉
中
学
校
の
新
体
育
館

が
、
２
月
29
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
（
一
部
鉄
骨
造
）
２
階
建
て
で
、

１
階
の
ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か
、
２
階

に
は
柔
剣
道
場
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
３
月
14
日
に
は
卒
業
式
の
会

場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
教
室
棟
な
ど
が
順
次
整

備
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

寿
学
童
保
育
室
（
寿
２
丁
目
）

を
４
月
２
日
に
、
藤
田
学
童
保
育

室
（
藤
田
小
学
校
内
）
を
９
月
１

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
公
立
学
童
保
育

室
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
寿
学

童
保
育
室
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
内
藤
文
夫
さ
ん
か
ら
寄
附
を
し

て
い
た
だ
い
た
施
設
で
、
一
方
の

藤
田
学
童
保
育
室
は
、
市
内
初
の

小
学
校
内
に
設
置
さ
れ
た
学
童
保

育
室
で
す
。
２
つ
の
学
童
保
育
室

は
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ
く
、
市
で
は
効
率

的
な
行
政
経
営
を
進
め
な
が
ら
、「
温
か
く
、
活
力
と
希
望

あ
ふ
れ
る
本
庄
市
」
を
創つ
く

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く

り
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
19
年

度
に
新
た
に
実
施
し
た
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
後
10
年
の
指
針
、

総
合
振
興
計
画
を
策
定

児
玉
中
学
校
の

新
体
育
館
が
完
成

寿
・
藤
田
の

学
童
保
育
室
を
開
設

本庄市は安全で活力と希望あふれる安心のまちを目指しています

寿学童保育室
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児
玉
郡
保
木
野
村
（
現
児
玉
町

保
木
野
）
出
身
の
塙
保
己
一
を
本

庄
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
日
本
全

国
は
も
と
よ
り
広
く
世
界
に
向
け

て
、
保
己
一
の
遺
徳
と
事
績
を
顕

彰
し
、
そ
の
精
神
の
普
及
を
図
る

た
め
、
７
月
26
日
に
『
総
検
校
塙

保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
』
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ル
デ
ィ
で
行
わ
れ
た
設
立
総

会
で
は
、
事
業
計
画
や
予
算
な
ど

を
可
決
し
、
遺
徳
顕
彰
会
が
船
出

を
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
寺
坂
橋
、
賀
美
橋
、
滝

岡
橋
の
３
つ
の
橋
が
、３
月
７
日
、

国
の
登
録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
橋
は
、「
国
土
の

歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
身
近
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財

に
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
接
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
１
日
か
ら
第
５
次
住
居
表

示
が
実
施
さ
れ
、
新
し
く
朝
日
町

１
〜
３
丁
目
、
五
十
子
１
〜
３
丁

目
、
四
季
の
里
１
〜
３
丁
目
の
地

名
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
朝

日
町
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

街
区
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
寿

１
丁
目
地
区
は
、
新
し
い
街
区
割

り
の
番
号
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

練
っ
た
小
麦
粉
を
鍋
に
入
れ
る

し
ぐ
さ
が
、
桑
の
葉
を
摘
む
様
子

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
つ
み
っ

こ
』
の
呼
び
名
で
食
べ
ら
れ
て
い

た
す
い
と
ん
を
本
庄
市
の
名
物
に

し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
９
月
か
ら
募
集
を

始
め
た
『
つ
み
っ
こ
』
の
メ
ニ
ュ
ー

店
は
、
11
月
３
日
に
27
店
舗
で
ス

タ
ー
ト
。
本
庄
ま
つ
り
な
ど
で
も

『
つ
み
っ
こ
』
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
１
月
12
日
に
は
市
民
プ
ラ

ザ
で
第
１
回
新
春
本
庄
名
物
つ
み
っ

こ
合
戦
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、２
、

０
０
０
人
以
上
の
人
に
『
つ
み
っ

こ
』を
賞
味
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
競
進
社
模
範
蚕
室
（
県

指
定
文
化
財
）
が
、
毎
月
第
１
・

第
３
日
曜
日
に
限
り
、
事
前
の
申

し
出
を
す
る
こ
と
な
く
、
ど
な
た

で
も
入
館
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
全
国
で
も
珍
し
い
産
業
教

育
施
設
で
あ
り
、
12
月
に
は
経
済

産
業
省
か
ら
近
代
化
産
業
遺
産
に

指
定
さ
れ
、
２
月
に
は
彩
の
国
景

観
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に

対
処
す
る
た
め
、
５
月
27
日
、
本

泉
地
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

市
民
を
対
象
に
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
よ
り
、

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い

と
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
か
ら
、
児
玉
総
合
支
所
内

に
新
た
に
設
置
し
た
子
育
て
支
援

室
で
、
乳
幼
児
親
子
が
交
流
で
き

る
『
児
玉
つ
ど
い
の
広
場
』
を
開

始
し
ま
し
た
。
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
水
曜

日
に
は
遊
び
の
講
座
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
み
な
さ
ん
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
有
料
広
告
事
業

を
始
め
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
５
月
か
ら
、
市
の
公
用
封
筒

は
９
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
広
告
の

掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

児
玉
総
合
支
所
に

子
育
て
支
援
室
を
設
置

広
告
掲
載
を
有
料
で
開
始

本
泉
地
内
で

防
災
訓
練
を
実
施

『
つ
み
っ
こ
』
を

本
庄
市
の
名
物
に

競
進
社
模
範
蚕
室
が

第
１
・
３
日
曜
に
も
開
館

『
総
検
校
塙
保
己
一
先
生

遺
徳
顕
彰
会
』
を
設
立

市
内
の
３
橋
が

国
の
登
録
文
化
財
に

第
５
次
住
居
表
示
を
実
施

本庄名物『つみっこ』
をよろしく

石造アーチ橋として県内最古の寺坂橋


